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研究成果の概要 

本年度は、(1)テキスト読み上げを越える音声合成、(2)自然言語で合成音声声質を制御できる技術、(3)

世界最大規模の音基盤モデル学習用データセットの整備を行った。(1)では 500名以上から成る世界最

大規模の笑い声データベースを構築し、確率的に笑い声を合成する技術を開発し、笑い声合成研究のデ

ータベース基盤・技術基盤を整備した。(2)では、多様な声質と声質キャプションからなるデータベー

スを構築し、世界で初めて公開した。また、声質キャプションと音声で同じ表現を獲得する対照学習を

実施し、自然言語を用いた声質制御の基盤を構築した。(3)では、50万時間・140 言語からなる音声デ

ータベースを整備し、hugginface 上で公開し、今後の基盤モデル研究に歩みを進めた。 
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